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周
作
人
と
Ｊ
・
Ｅ
・
ハ
リ
ソ
ン

―
ギ
リ
シ
ア
神
話
と
ギ
リ
シ
ア
像
を
巡
っ
て

根
岸
宗
一
郎

ギ
リ
シ
ア
文
化
・
文
学
の
紹
介
に
生
涯
に
渡
り
力
を
注
い
だ
周
作
人
の
思
想
に
お
い
て
、
ギ
リ
シ
ア
文
化
の
在
り
方
は
、
特
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
近
代
と
中
国
の
問
題
・
東
西
文
明
論
を
考
察
す
る
上
で
非
常
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
は
、
ギ
リ

シ
ア
神
話
さ
ら
に
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
文
化
研
究
に
お
い
て
大
き
な
足
跡
を
残
し
、
周
作
人
が
ギ
リ
シ
ア
文
化
・
神
話
を
語
る
際
に
し
ば

し
ば
参
照
し
た
ジ
ェ
ー
ン
・
エ
レ
ン
・
ハ
リ
ソ
ン
（Jane Ellen H

arrison: 1850-1928

）
の
研
究
が
、
周
作
人
の
ギ
リ
シ
ア
像
形
成

に
与
え
た
影
響
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
ハ
リ
ソ
ン
の
研
究
と
関
連
の
深
い
文
化
人
類
学
的
神
話
研
究
の
創
始
者
で
あ
る
ア

ン
ド
ル
ー
・
ラ
ン
グ
（A

ndrew
 Lang: 1844-1912

）、
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
の
起
源
を
論
じ
た
『
悲
劇
の
誕
生（

（
（

』
に
よ
り
ハ
リ
ソ
ン
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
ニ
ー
チ
ェ
（Friedrich N

ietzsche: 1844-1900
）
と
、
周
作
人
と
の
関
連
に
も
注
目
し
て
論
じ
た
い
。
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一
．
ギ
リ
シ
ア
神
話
解
釈

―
ラ
ン
グ
か
ら
ハ
リ
ソ
ン
へ

周
作
人
は
、
日
本
留
学
中
、
西
洋
文
化
・
文
学
の
二
つ
の
源
流
で
あ
る
ギ
リ
シ
ア
神
話
と
聖
書
の
学
習
を
試
み
た
。
聖
書
に
つ
い
て

は
立
教
大
学
で
聖
書
の
ギ
リ
シ
ア
語
原
典
を
学
ん
で
い
る
。
一
方
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
つ
い
て
、
周
作
人
は
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い

る
。

当
初
は
西
洋
文
学
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
少
し
ギ
リ
シ
ア
神
話
を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
聞
い
た
の
で
、
参
考
書
を
一

つ
二
つ
探
し
て
読
ん
だ
が
、
続
い
て
神
話
自
体
に
対
し
て
興
味
を
持
っ
た（

（
（

。

周
作
人
は
日
本
留
学
中
（
一
九
〇
六
～
一
一
年
）
に
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
対
す
る
興
味
が
芽
生
え
、
そ
の
後
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
翻
訳
紹

介
を
生
涯
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。『
知
堂
回
想
錄（

（
（

』
に
よ
る
と
、
兄
の
魯
迅
に
伴
わ
れ
て
日
本
に
到
着
し
た
と
き
、
魯
迅
が
中

国
へ
の
一
時
帰
国
前
に
丸
善
に
注
文
し
て
い
た
洋
書
の
小
包
が
下
宿
に
届
い
た
。
こ
の
中
に
ゲ
イ
リ
ー
（Chalres M

ills Gayley

）

の“T
he Classic M

yths in English Literatur

（
（
（e ”

を
見
出
し
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
へ
の
関
心
が
芽
生
え
た
と
い
う
。
同
書
第
一
章
に

は
、
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
隆
盛
と
な
っ
て
い
た
ア
ン
ド
ル
ー
・
ラ
ン
グ
（A

ndrew
 Lang

）
に
代
表
さ
れ
る
文
化
人
類
学
的
神
話
学

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
周
作
人
は
ラ
ン
グ
の“Custom

 and M
yth ”

と“M
yth, Ritual and Religion ”

を
購

入
し
、
神
話
学
更
に
は
文
化
人
類
学
に
関
心
を
持
ち
始
め
た
。
そ
し
て
、
日
本
に
来
た
ば
か
り
の
一
九
〇
六
年
秋
か
ら
冬
ま
で
の
間
に
、

ラ
ン
グ
の
本
に
基
づ
い
て
日
・
月
・
星
の
神
話
に
つ
い
て
千
字
程
度
の
『
三
辰
神
話
』
を
、
雑
誌
『
新
生
』
の
た
め
に
書
く（

（
（

。
こ
の
後
、
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周作人と J・E・ハリソン

一
九
〇
七
年
二
月
ま
で
に
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
を
題
材
と
し
た
ラ
ン
グ
と
ハ
ガ
ー
ド
の
共
著“T

he W
orld ’s D

esire ”

を
『
紅
星
佚
史
』

の
題
で
魯
迅
と
共
訳
し
、
神
々
の
名
前
に
つ
い
て
索
引
式
の
注
釈
を
苦
心
し
て
作
成
し
た
と
い
う（

（
（

。

ラ
ン
グ
は
、
人
類
学
者
タ
イ
ラ
ー
（Edw

ard T
ylor

）
の“Prim
itive Culture ”

（1871

）
の
説（

（
（

に
基
づ
き
、
ギ
リ
シ
ア
な
ど
の

神
話
に
描
か
れ
た
内
容
を
、
類
似
す
る
ア
フ
リ
カ
や
ア
メ
リ
カ
の
未
開
種
族
の
習
俗
を
用
い
て
解
釈
し
よ
う
と
試
み
た
。
古
代
ギ
リ
シ

ア
で
は
す
で
に
本
来
の
意
味
が
失
わ
れ
て
い
て
も
、
ア
フ
リ
カ
や
ア
メ
リ
カ
で
は
現
在
で
も
本
来
の
意
味
を
も
っ
て
習
俗
が
生
き
て
お

り
、
近
代
人
の
目
か
ら
は
不
可
解
な
ギ
リ
シ
ア
な
ど
の
神
話
中
の
事
柄
の
意
味
を
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
ラ
ン
グ
は
主
張
し

て
い
る
。
周
作
人
は
ラ
ン
グ
に
つ
い
て
、『
荷
馬
史
詩
（
ホ
メ
ー
ロ
ス
の
叙
事
詩
）』（
一
九
一
六
年
）
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。

イ
ギ
リ
ス
人
ラ
ン
グ
が
人
類
学
の
方
法
で
神
話
を
解
釈
し
て
、
初
め
て
は
っ
き
り
意
味
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
方
法

は
、
現
代
の
未
開
人
の
儀
礼
を
用
い
て
、
古
代
に
お
け
る
状
況
を
実
証
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
荒
唐
無
稽
な
言
葉
が
お
よ
そ

す
べ
て
事
実
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る（

（
（

。

周
作
人
が
、
ラ
ン
グ
の
説
を
的
確
に
捉
え
、
評
価
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に（

（
（

、
周
作
人
は
ラ
ン

グ
の
文
化
人
類
学
的
解
釈
を
日
本
留
学
中
（
一
九
〇
六
～
一
一
年
）
か
ら
晩
年
ま
で
一
貫
し
て
支
持
し
て
い
た
。
一
九
一
六
年
の
『
荷

馬
史
詩
（
ホ
メ
ー
ロ
ス
の
叙
事
詩
）』
以
来
、
周
作
人
は
神
話
を
論
ず
る
際
、
ラ
ン
グ
の
解
釈
を
し
ば
し
ば
参
照
し
て
い
る
。『
續
神
話

的
辯
護
』（
一
九
二
四
年
四
月
一
〇
日（

（1
（

）
で
は
、
ミ
ュ
ラ
ー
の
比
較
神
話
学
か
ら
ラ
ン
グ
の
人
類
学
的
神
話
学
へ
の
学
説
の
変
化
を
述
べ
、

ラ
ン
グ
の“M

yth, Ritual and Religion ”

（1887

）
を
引
用
し
つ
つ
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
変
身
物
語
の
解
釈
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
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『
神
話
的
趣
味
』（
一
九
二
四
年
一
二
月
五
日（

（1
（

）
で
も
ラ
ン
グ
の
学
説
を
踏
ま
え
て
神
話
学
を
論
じ
て
い
る
。

し
か
し
一
方
で
、
同
じ
年
に
書
い
た
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
典
故
を
論
じ
た
『
神
話
的
典
故
』（
一
九
二
四
年
九
月
一
〇
日（

（1
（

）
と
『
舍

倫
的
故
事
（
セ
イ
レ
ー
ン
の
物
語
）』（
一
九
二
四
年
一
〇
月
五
日（

（1
（

）
で
は
、
ラ
ン
グ
に
は
拠
ら
ず
、
ハ
リ
ソ
ン
の“Prolegom

ena to 

the Study of Greek Religio

（
（1
（n ”

（1903

）（
以
下
、“Prolegom

ena ”

と
略
す
）
第
五
章
に
基
づ
い
て
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
登
場
す

る
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
、
セ
イ
レ
ー
ン
等
を
解
説
し
て
い
る
。
日
記
に
よ
る
と
周
作
人
は
、
一
九
二
四
年
七
月
一
八
日
に
ハ
リ
ソ
ン
の

“Prolegom
ena ”

を
手
に
入
れ
て
い
る
。

（
神
話
研
究
に
つ
い
て
は
先
ず
ラ
ン
グ
の
著
作
に
啓
発
さ
れ
た
が
：
筆
者
）
後
に
な
っ
て
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
を
扱
う
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
更
に
フ
レ
ー
ザ
ー
と
ハ
リ
ソ
ン
女
史
の
著
作
を
手
に
入
れ
、
更
に
一
歩
前
進
し
た（

（1
（

。

こ
う
回
想
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
周
作
人
は
一
九
二
四
年
に
ハ
リ
ソ
ン
の“Prolegom

ena ”

を
入
手
し
て
以
降
、
ギ
リ
シ
ア
神

話
の
解
釈
に
関
す
る
議
論
を
展
開
す
る
際
に
は
、
常
に
ハ
リ
ソ
ン
の
著
作
を
参
照
し
て
論
じ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
周
作
人
は
、『
希

臘
神
話
一
』（
一
九
三
四
年
三
月（

（1
（

）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

（
ハ
リ
ソ
ン
の
研
究
に
は
：
筆
者
）『
金
枝
篇
』
前
後
の
人
類
学
考
古
学
の
本
も
当
然
大
き
な
関
係
が
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
古
典

学
者
は
こ
れ
に
よ
り
比
較
人
類
学
が
ギ
リ
シ
ア
・
ラ
テ
ン
の
文
化
を
理
解
す
る
の
に
非
常
に
助
け
に
な
る
こ
と
を
知
っ
た
か
ら
で

あ
る（

（1
（

。
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周作人と J・E・ハリソン

そ
し
て
、
ハ
リ
ソ
ン
の
学
生
時
代
の
回
想
録“Rem

iniscences of a Student ’s Life ”

（1925

）
末
節
か
ら
次
の
部
分
を
引
用
す
る
。

タ
イ
ラ
ー
は
既
に
書
き
も
し
述
べ
も
し
て
い
た
。
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
・
ス
ミ
ス
は
異
端
と
し
て
外
へ
流
さ
れ
、
す
で
に
東
方
の
星

を
見
て
い
た
。
し
か
し
ど
う
に
も
な
ら
な
か
っ
た
。
耳
の
聞
こ
え
な
い
蛇
で
あ
る
私
た
ち
古
典
学
者
は
、
な
お
も
耳
を
塞
ぎ
目
を

閉
ざ
し
て
い
た
。
し
か
し
一
た
び
（
フ
レ
ー
ザ
ー
の
：
筆
者
）『
金
の
枝
』
の
呪
文
の
声
を
聞
く
や
否
や
、
目
の
上
の
鱗
が
落
ち
、

私
た
ち
の
耳
は
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
り
、
理
解
し
た
の
で
あ
る
。
つ
づ
い
て
、
エ
バ
ン
ズ
（A

rthur Evans

）
が
彼
の
新
た
な

島
へ
と
出
発
し
、
迷
宮
の
中
か
ら
電
報
で
ミ
ノ
タ
ウ
ロ
ス
の
ニ
ュ
ー
ス
を
報
告
し
た
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
も
こ
れ
が
重
要
な
事
件

で
あ
り
、
ホ
メ
ー
ロ
ス
の
問
題
と
関
係
が
あ
る
こ
と
を
認
め
な
い
訳
に
は
い
か
な
く
な
っ
た（

（1
（

。

文
化
人
類
学
的
な
神
話
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
フ
レ
ー
ザ
ー
の
『
金
枝
篇
』（“T

he Golden Bough ”, 1890

）
を
き
っ
か
け
に
よ

う
や
く
古
典
研
究
の
世
界
で
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
ハ
リ
ソ
ン
が
早
く
か
ら
文
化
人
類
学
的
手
法
に
共
鳴
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
人
類
学
初
代
教
授
で
あ
る
タ
イ
ラ
ー
の“Prim

itive 

Culture ”

（1871

）
の
理
論
を
神
話
解
釈
に
用
い
て
、“Custom

 and M
yth ”

（1884

）（
タ
イ
ラ
ー
に
捧
げ
ら
れ
て
い
る
）
を
書
き
、

文
化
人
類
学
的
神
話
学
を
創
始
し
た
の
が
ア
ン
ド
ル
ー
・
ラ
ン
グ
で
あ
る
。
周
作
人
が
ハ
リ
ソ
ン
の
神
話
研
究
を
ラ
ン
グ
の
文
化
人
類

学
的
神
話
学
の
延
長
上
に
見
て
い
た
の
は
妥
当
と
い
え
る
。
周
作
人
は
、
ラ
ン
グ
の
文
化
人
類
学
的
解
釈
を
前
提
と
し
た
上
で
、
ハ
リ

ソ
ン
の
著
作
を
手
に
し
て
か
ら
は
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
を
解
説
す
る
際
に
は
、
よ
り
詳
し
い
ハ
リ
ソ
ン
の
も
の
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。
次
節
で
は
ハ
リ
ソ
ン
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
み
た
い
。
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二
．
ハ
リ
ソ
ン
の
ギ
リ
シ
ア
研
究
と
周
作
人

一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
に
か
け
て
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
神
話
・
宗
教
の
研
究
で
活
躍
し
、
神
話
儀
礼
学
派
の
一
人
と
さ
れ
る

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
ジ
ェ
ー
ン
・
エ
レ
ン
・
ハ
リ
ソ
ン
（Jane Ellen H

arrison

）
は
、
中
国
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ア
神
話
さ
ら
に
は

ギ
リ
シ
ア
文
化
の
先
駆
的
紹
介
者
で
あ
っ
た
周
作
人
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
拠
り
所
と
し
た
人
物
で
あ
る
。
周
作
人
が
ハ
リ
ソ
ン
の
著
作

に
初
め
て
触
れ
た
の
は
、
六
年
に
わ
た
る
日
本
留
学
か
ら
帰
国
し
、
故
郷
の
紹
興
で
民
俗
学
的
活
動
を
開
始
し
て
い
た
時
期
で
あ
る（

（1
（

。

こ
れ
に
つ
い
て
周
作
人
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

私
が
最
初
に
ハ
リ
ソ
ン
の
本
を
読
ん
だ
の
は
民
国
二
年
（
一
九
一
三
年
：
筆
者
）
の
こ
と
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
「
家
庭
大
学

叢
書
（H

om
e U

niversity Library of M
odern K

now
ledge

）」
の
中
に
『
古
代
芸
術
と
儀
式
』（A

ncient A
rt and 

Ritual, 1913

）
が
出
た
。
彼
女
が
ギ
リ
シ
ア
戯
曲
を
借
り
て
、
芸
術
が
儀
式
か
ら
変
化
し
て
き
た
有
様
を
説
明
し
て
い
る
の
を

非
常
に
面
白
く
感
じ
た
。（
中
略
）
重
苦
し
い
ギ
リ
シ
ア
神
話
お
よ
び
宗
教
の
学
界
に
若
干
の
新
鮮
な
空
気
を
送
り
込
み
、
一
般

読
者
の
興
味
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
が
で
き
た（

（2
（

。

周
作
人
が
ハ
リ
ソ
ン
の“A

ncient A
rt and Ritual ”

（1913
）
を
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。“A

ncient A
rt and 

Ritual ”

を
入
手
し
た
周
作
人
は
、
一
九
一
六
年
六
月
に
古
代
ギ
リ
シ
ア
を
題
材
と
し
た
マ
ル
セ
ル
・
シ
ュ
ウ
ォ
ブ（

（2
（

の“M
im

es ”

（『
擬

曲
』）
の
翻
訳
序
文
で
、
悲
劇
・
戯
曲
の
成
立
を
説
明
す
る
際
に
同
書
を
参
照
し
て
い
る
。
ハ
リ
ソ
ン
の
同
書
は
、
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
の
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誕
生
を
、
ギ
リ
シ
ア
古
代
の
宗
教
儀
式
か
ら
変
化
し
て
誕
生
し
た
も
の
と
し
て
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
ハ
リ
ソ
ン
は
、
ま
ず
未
開
社

会
の
部
族
の
集
団
的
情
緒
（
豊
作
祈
願
、
狩
り
の
成
功
祈
願
な
ど
）
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
欲
求
が
、
作
物
の
成
育
や
狩
り
の
成
功
を

模
倣
す
る
行
為
を
生
み
、
季
節
に
合
わ
せ
て
周
期
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
宗
教
儀
式
が
生
ま
れ
た
と
す
る
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
の

春
祭
り
（
ア
テ
ー
ナ
イ
の
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
祭
）
も
こ
う
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
次
第
に
本
来
の
情
緒
・
祈
り
の
感
情

が
失
わ
れ
て
模
倣
の
動
作
の
み
が
残
っ
て
独
立
す
る
こ
と
に
よ
り
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
の
起
源
と
な
っ
た
と
論
じ
て
い
る
。
周
作
人
は
ハ
リ

ソ
ン
の
議
論
を
要
約
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

擬
曲
は
、
模
倣
の
曲
の
意
味
で
あ
る
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
で
は
陰
暦
の
二
月
に
芽
生
え
を
促
す
祭
り
を
行
う
（
ア
テ
ー
ナ
イ
の
デ

ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
祭
：
筆
者
）。
心
に
期
待
が
生
じ
て
舞
踏
と
な
り
、
そ
の
た
め
事
物
を
模
倣
し
て
、
そ
の
感
情
を
表
現
し
た
。
信

仰
が
移
り
変
わ
っ
て
も
儀
礼
は
変
わ
ら
ず
、
た
だ
模
倣
の
動
作
だ
け
が
残
り
、
す
で
に
祈
る
と
い
う
傾
向
が
な
く
な
っ
た
も
の
が
、

擬
曲
の
起
源
で
あ
る（

（2
（

。

周
作
人
が
ハ
リ
ソ
ン
の
理
論
を
正
確
に
把
握
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
周
作
人
は
、
こ
の
後
一
九
二
四
年
に

“Prolegom
ena ”

を
入
手
す
る
と
、
こ
の
第
五
章‘D

em
onology of Ghosts, Spirits and Bogeys ’

に
基
づ
い
て
ギ
リ
シ
ア
神
話
の

典
故
に
つ
い
て
二
篇
を
書
い
た
。『
神
話
的
典
故
』（
一
九
二
四
年
九
月
一
〇
日
）
で
は
、
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
の
解
説
を“Prolegom

ena ”

に
よ
っ
て
述
べ
て
い
る
。
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
は
も
と
も
と
地
母
神
で
あ
る
地
下
の
妖
怪
（K

er

）
で
あ
り
、
人
を
捉
え
て
食
べ
た
り
殺
し

た
り
す
る
。
地
下
の
妖
怪
は
予
知
能
力
が
あ
る
の
で
、
預
言
者
と
し
て
の
能
力
も
も
ち
、
人
々
に
謎
々
を
出
し
て
、
答
え
を
間
違
う
と

殺
す
と
い
う
伝
説
が
で
き
た
、
と
解
説
し
て
い
る
。
ま
た
、『
舍
倫
的
故
事
（
セ
イ
レ
ー
ン
の
物
語
）』（
一
九
二
四
年
一
〇
月
五
日
）
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で
は
、
水
の
精
セ
イ
レ
ー
ン
に
つ
い
て
解
説
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ハ
リ
ソ
ン
女
史
の
研
究
に
よ
る
と
、
古
代
美
術
お
よ
び
宗
教
思
想
に
基
づ
い
て
考
察
す
る
と
、
セ
イ
レ
ー
ン
は
ス
フ
ィ
ン
ク
ス

（Sphinx
）
等
と
同
じ
く
、
も
と
も
と
は
一
種
の
妖
怪
（K

er

）
で
あ
っ
た
。
最
初
は
た
だ
の
死
者
の
霊
魂
で
し
か
な
か
っ
た
も

の
が
、
想
像
に
よ
り
首
か
ら
上
は
人
、
体
は
鳥
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
神
人
同
形
と
な
る
傾
向
が
次
第
に
勢
力
を
持
ち
、
霊
魂
も

ま
た
人
の
形
と
な
っ
た
が
、
翼
だ
け
が
残
り
、
昔
の
痕
跡
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
鳥
の
体
の
女
は
死
の
凶
悪
な
亡
霊

と
な
り
、
死
を
迫
り
亡
魂
を
招
く
使
者
、
す
な
わ
ち
セ
イ
レ
ー
ン
と
な
っ
た
の
で
あ
る（

（2
（

。

こ
こ
で
、
ハ
リ
ソ
ン
の“Prolegom

ena ”

（1903

）
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
み
た
い
。
ハ
リ
ソ
ン
は
、“Prolegom

ena ”

に
お
い
て
、

ギ
リ
シ
ア
の
宗
教
儀
式
の
性
格
は
大
き
く
二
つ
に
分
類
で
き
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ギ
リ
シ
ア
の
宗
教
が
二
つ
の
異
な
る
、
正
反
対
で
も
あ
る
要
素
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
一
方
は
「
神
へ
の
奉

仕
」（θεραπε

（
（2
（ία

）
の
要
素
で
あ
り
、
も
う
一
方
は
「
厄
払
い
」（α’ ποτροπ

（
（2
（ή

）
の
要
素
で
あ
る
。「
神
へ
の
奉
仕
」
の
儀
式
は
オ

リ
ュ
ン
ポ
ス
、
あ
る
い
は
時
に
ウ
ー
ラ
ニ
ア
ン
（
天
上
に
住
む
神
々
）
と
呼
ば
れ
る
神
々
に
か
か
わ
る
古
代
の
風
習
で
あ
り
、

「
厄
払
い
」
の
儀
式
は
幽
霊
や
英
雄
た
ち
や
地
下
の
神
々
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る（

（2
（

。

そ
し
て
、
ハ
リ
ソ
ン
は
「
厄
払
い
」（“α’ ποτροπή”

）
は
見
返
り
を
期
待
せ
ず
た
だ
魔
を
駆
除
す
る
た
め
だ
け
の
も
の
で
あ
り
、
一

方
「
神
へ
の
奉
仕
」（“θεραπεία”

）
は
見
返
り
と
し
て
の
神
の
恩
恵
を
期
待
し
て
神
に
奉
仕
す
る
も
の
と
す
る
。
前
者
は
、
未
開
社
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会
に
お
い
て
、
食
料
（
農
作
物
な
ど
）
の
た
め
に
悪
い
季
節
で
あ
る
冬
を
追
い
出
し
、
春
と
と
も
に
作
物
を
蘇
生
さ
せ
て
新
た
な
食
料

を
迎
え
入
れ
る
こ
と
を
祈
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
も
の
で
、
ギ
リ
シ
ア
の
宗
教
儀
式
の
初
期
段
階
に
あ
た
る
。「
神
へ
の
奉
仕
」
は
オ
リ

ュ
ン
ポ
ス
の
神
々
の
信
仰
に
あ
た
り
、
ハ
リ
ソ
ン
は
前
者
か
ら
後
者
へ
の
移
行
を
論
証
し
て
い
る
。
ハ
リ
ソ
ン
は
第
一
章
で
「
厄
払

い
」
と
「
神
へ
の
奉
仕
」
と
い
う
図
式
を
示
し
た
後
、
第
二
章
か
ら
第
四
章
で
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
年
中
行
事
で
あ
る
宗
教
儀
式
、

D
iasia, A

nthesteria, T
hargelia, T

hesm
ophoria

を
分
析
す
る
。
そ
し
て
周
作
人
が
参
照
し
た
第
五
章
で
は
「
厄
払
い
」

“α’ ποτροπή”

か
ら
「
神
へ
の
奉
仕
」“θεραπεία”

へ
の
移
行
過
程
を
地
母
神
信
仰
の
変
化
に
よ
り
論
証
を
行
っ
て
い
る
。

周
作
人
は
、
日
記
に
よ
る
と
一
九
二
五
年
四
月
二
〇
日
、
ハ
リ
ソ
ン
の“M

ythology ”

（1924

）
を
入
手
す
る
。
同
書
は
、
ギ
リ
シ

ア
・
ロ
ー
マ
研
究
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
叢
書“O

ur D
ebt to Greece and Rom

e ”

の
一
冊
と
し
て
、
ハ
リ
ソ
ン
が“Prolegom

ena ”

等
に
基
づ
い
て
書
き
下
ろ
し
た
一
般
向
け
の
本
で
あ
る
。
周
作
人
は
こ
の“M

ythology ”

に
つ
い
て
『
論
山
母
』
の
付
記
で
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
の
『
ギ
リ
シ
ア
神
話
』
は
一
冊
わ
ず
か
百
五
十
ペ
ー
ジ
の
小
さ
な
本
だ
が
、
説
明
が
要
領
を
得
て
い
る
。
物
語
を
語
る
の
で

は
な
く
、
神
々
の
起
源
と
変
遷
を
解
説
し
て
い
る
だ
け
な
の
で
（
ほ
ぼ
あ
の“Prolegom

ena ”

に
基
づ
い
て
い
る
）、
神
話
集
で

は
な
く
神
話
学
の
性
格
を
も
っ
て
お
り
、
神
話
を
理
解
す
る
上
で
極
め
て
役
に
立
つ（

（2
（

。 

周
作
人
が“M

ythology ”

を“Prolegom
ena ”

に
基
づ
く
著
作
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
周
作
人
は

“M
ythology ”

第
三
章
か
ら
の
抄
訳
（
第
一
節
の
訳
）
を
、『
論
鬼
臉
』（
一
九
二
五
年
八
月
三
一
日（

（2
（

）
の
題
で
発
表
す
る
。
こ
の
後
さ
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ら
に
、“M

ythology ”‘Introduction ’

の
全
訳
『「
希
臘
神
話
」
引
言
』（
一
九
二
六
年
八
月
二
八
日（

（2
（

）、“M
ythology ”

第
三
章
の
全

訳
『
論
山
母
』（
一
九
二
八
年
一
月
一
日（

（3
（

）
を
発
表
す
る
。
周
作
人
が
翻
訳
紹
介
し
た“M

ythology ”

第
三
章
は
、『
神
話
的
典
故
』（
一

九
二
四
年
）
と
『
舍
倫
的
故
事
』（
一
九
二
四
年
）
で
基
づ
い
た“Prolegom

ena ” Chapter V
. ‘D

em
onology of Ghosts, Spirits 

and Bogeys ’
に
基
づ
い
た
部
分
で
あ
る
。『
論
鬼
臉
』
の
付
記
（
一
九
二
五
年
七
月
二
三
日
付
）
に
は
、「“Prolegom

ena ”

第
五
章

「
妖
怪
論
」
と
ほ
ぼ
同
じ（

（3
（

」
と
あ
り
、
周
作
人
も“M

ythology ”

第
三
章
を“Prolegom

ena ”

第
五
章
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
理
解
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、『
論
山
母
』
付
記
（
一
九
二
七
年
一
二
月
一
一
日
付
）
で
「
こ
の
本
の
中
の
第
三
・
四
章
の
両
章
は

私
が
最
も
好
き
な
も
の
で
あ
る（

（3
（

」
と
述
べ
、
第
三
章
を
一
九
二
五
年
に
抄
訳
、
一
九
二
八
年
に
全
訳
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
周
作
人
が

こ
の
第
三
章
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

第
三
章“T

he M
ountain M

other ”
は
、
地
母
神
の
信
仰
に
お
け
る
恐
怖
の
除
去
を
中
心
に
論
じ
て
い
る
。
第
一
節
で
は
、
地
母

神
自
ら
が
育
ん
だ
人
間
が
死
ん
だ
あ
と
、
そ
れ
を
（
大
地
の
）
懐
に
抱
き
と
り
、
死
者
た
ち
の
守
護
者
と
し
て
、
敵
対
す
る
人
間
や
霊

を
追
い
払
う
と
い
う
地
母
神
の
側
面
に
着
目
し
て
ゴ
ル
ゴ
ン
を
論
じ
る
。
悪
人
や
悪
霊
を
払
う
た
め
儀
式
等
で
用
い
ら
れ
る
凶
悪
な
面

の
ゴ
ル
ゴ
ネ
イ
オ
ン
（
ゴ
ル
ゴ
ン
の
仮
面
）
が
ゴ
ル
ゴ
ン
の
原
型
で
あ
っ
た
と
す
る
。
そ
し
て
、
も
と
は
顔
し
か
な
か
っ
た
も
の
が
、

後
か
ら
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
作
者
た
ち
に
よ
り
体
を
付
与
さ
れ
て
怪
物
の
ゴ
ル
ゴ
ン
と
な
り
、
さ
ら
に
そ
の
醜
さ
を
除
去
さ
れ
て
、
悲
し

み
を
た
た
え
た
乙
女
の
顔
に
変
化
し
た
と
ハ
リ
ソ
ン
は
述
べ
て
い
る
。
第
二
節
で
は
復
讐
の
女
神
た
ち
エ
リ
ニ
ュ
エ
ス
か
ら
慈
し
み
の

女
神
た
ち
エ
ウ
メ
ニ
デ
ス
へ
の
変
化
を
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
第
三
章
お
よ
び“Prolegom

ena ”

第
五
章
で
は
、
も
と
も
と

凶
悪
な
地
母
神
で
あ
っ
た
ゴ
ル
ゴ
ン
や
エ
リ
ニ
ュ
エ
ス
が
、
恐
怖
の
要
素
を
除
去
さ
れ
美
化
さ
れ
て
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
登
場
す
る
美

し
い
姿
に
変
化
す
る
過
程
を
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ハ
リ
ソ
ン
が
他
の
章
で
各
地
の
地
母
神
が
ヘ
ラ
、
ア
テ
ネ
、
ア
フ
ロ

デ
ィ
テ
、
ア
ル
テ
ミ
ス
な
ど
オ
リ
ュ
ン
ポ
ス
の
神
々
へ
と
変
容
す
る
過
程
を
同
様
の
論
理
で
説
明
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
第
三
章
が
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“M
ythology ”

の
要
の
章
と
言
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
周
作
人
は
、『
論
鬼
臉
』
訳
文
末
尾
の
次
の
一
節
に
、
ハ
リ
ソ
ン
の
原
書
に
は
な
い
圏
点
も
つ
け
て
い
る
。

宗
教
中
の
恐
怖
の
要
素
を
除
去
す
る
こ
と
、
こ
れ
は
ギ
リ
シ
ア
の
美
術
家
と
詩
人
の
職
務
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
私
た

ち
が
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
作
者
に
負
う
最
大
の
借
り
で
あ
る（

（3
（

。

“M
ythology ”

（1924

）
は
、
ハ
リ
ソ
ン
が
主
に
か
つ
て
の
著
書“Prolegom

ena ”

（1903

）
に
基
づ
い
て
一
般
向
け
に
書
き
下
ろ

し
た
晩
年
の
著
作
で
あ
る
が
、“M

ythology ” 

と
い
う
題
名
か
ら
分
か
る
よ
う
に
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
絞
っ
て
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

ハ
リ
ソ
ン
は
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
意
義
、
現
代
の
私
た
ち
が
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
負
う
「
借
り
」
に
つ
い
て
同
書
の ‘Conclusion ’

（
結
論
）

の
章
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
の
借
り
は
二
つ
の
面
が
あ
る
。
一
つ
目
と
し
て
私
た
ち
は
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
比
類
の
な
い
イ
メ
ー
ジ
の
遺
産
の
借
り
が
あ
る
。

（
中
略
）
二
つ
目
は
、
後
で
見
る
よ
う
に
、
こ
の
イ
メ
ー
ジ
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
も
の
だ
が
、
部
分
的
に
で
あ
れ
少
な
く
と
も

致
命
的
に
恐
怖
に
取
り
つ
か
れ
る
こ
と
か
ら
人
間
精
神
を
解
放
し
た
こ
と
で
あ
る
。（
中
略
）
人
間
の
生
活
を
毒
し
麻
痺
さ
せ
る

恐
怖
を
ギ
リ
シ
ア
神
話
は
宗
教
か
ら
除
去
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。（
中
略
）
い
か
に
し
て
恐
怖
は
除
去
さ
れ
た
の
か
。
美
し

い
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る（

（3
（

。

そ
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
に
お
い
て
ギ
リ
シ
ア
文
化
が
衰
え
、
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
の
信
仰
が
す
た
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
恐
怖
が
舞
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い
戻
っ
て
人
間
精
神
が
損
な
わ
れ
た
と
し
た
上
で
、
ハ
リ
ソ
ン
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

人
間
の
恐
怖
は
ル
ネ
サ
ン
ス
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
穏
や
か
に
美
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
想
像
す
る
習
慣
の
復
活
に
よ
っ
て
よ
う
や
く

和
ら
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る（

（3
（

。

ハ
リ
ソ
ン
は
、
美
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
出
す
こ
と
に
よ
る
恐
怖
の
除
去
と
い
う
ギ
リ
シ
ア
文
化
の
要
素
が
ル
ネ
サ
ン
ス
に
お
い
て

果
た
し
た
役
割
の
重
要
性
を
述
べ
て
い
る
。
一
方
、
周
作
人
も
『
希
臘
閑
話
』（
一
九
二
六
年
）
で
、
ギ
リ
シ
ア
文
明
の
精
神
の
特
徴

を
「
現
世
主
義
」
と
「
愛
美
の
精
神
」
と
し
た
上
で
、
ハ
リ
ソ
ン“M

ythology ”

第
三
章
の
要
約
を
例
と
し
て
出
し
て
次
の
よ
う
に

論
じ
て
い
る
。

以
上
は
す
べ
て
ギ
リ
シ
ア
が
恐
怖
と
醜
悪
と
を
美
に
変
化
さ
せ
た
顕
著
な
例
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
美
化
」
の
精
神
は
ギ
リ
シ

ア
人
の
現
世
主
義
と
愛
美
の
観
念
の
充
分
な
表
れ
で
あ
り
、
文
化
の
進
化
と
極
め
て
深
い
関
係
を
も
っ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中

世
の
暗
黒
時
代
が
ル
ネ
サ
ン
ス
に
変
化
し
た
こ
と
は
一
つ
の
実
例
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る（

（3
（

。

周
作
人
が
ハ
リ
ソ
ン
の
論
じ
た
ギ
リ
シ
ア
文
化
に
お
け
る
「
恐
怖
の
除
去
」「
美
化
の
精
神
」
を
、
中
世
か
ら
ル
ネ
サ
ン
ス
へ
の
転

換
の
原
動
力
と
し
て
位
置
付
け
、
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
周
作
人
は
こ
の
後
、『
希
臘
神
話
二
』（
一
九
三
四
年
五
月
）、

『
我
的
雜
學
之
六
』（
一
九
四
四
年
六
月
）、『
希
臘
之
餘
光
』（
一
九
四
四
年
八
月（

（3
（

）
で
も
同
様
の
主
張
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
ハ
リ
ソ

ン
の
理
論
基
づ
き
、
ギ
リ
シ
ア
文
化
の
「
恐
怖
の
除
去
」「
美
化
の
精
神
」
を
評
価
す
る
見
方
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
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と
こ
ろ
で
、
ハ
リ
ソ
ン
の
ギ
リ
シ
ア
文
化
に
お
け
る
「
恐
怖
の
除
去
」「
美
化
の
精
神
」
と
い
う
論
点
は
ニ
ー
チ
ェ
と
か
か
わ
る
部

分
で
あ
る
の
で
次
の
節
で
検
討
し
た
い
。

む
す
び　

周
作
人
の
ギ
リ
シ
ア
像
と
ハ
リ
ソ
ン
、
ニ
ー
チ
ェ

ハ
リ
ソ
ン
と
ニ
ー
チ
ェ
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ハ
リ
ソ
ン
の
研
究
（
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
の
起
源

研
究
で
あ
る“A

ncient A
rt and Ritual ”

を
始
め
、“Prolegom

ena ”

等
も
）
は
、
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
の
起
源
の
研
究
と
し
て
先
駆
的

で
あ
っ
た
ニ
ー
チ
ェ
『
悲
劇
の
誕
生
』（
一
八
七
二
年
）
を
踏
ま
え
て
い
る（

（3
（

。
ハ
リ
ソ
ン
は
、
一
九
〇
九
年
一
二
月
、
神
話
儀
礼
学
派

の
一
人
と
さ
れ
る
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
マ
レ
ー
（Gilbert M

urray

）
に
宛
て
た
書
簡
で
『
悲
劇
の
誕
生
』
を
読
む
よ
う
勧
め

て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

私
は
『
悲
劇
の
誕
生
』
を
読
み
直
し
て
い
ま
し
た
。
か
り
そ
め
に
も
あ
な
た
が
最
近
こ
の
本
を
読
ん
だ
と
し
た
な
ら
。
こ
れ
は

正
に
天
才
的
で
す
。
も
し
も
ド
イ
ツ
語
が
お
嫌
い
で
し
た
ら
フ
ラ
ン
ス
語
の
翻
訳
も
あ
り
ま
す（

（3
（

。

ニ
ー
チ
ェ
は
『
悲
劇
の
誕
生
』
で
、
オ
リ
ュ
ン
ポ
ス
の
神
々
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
ギ
リ
シ
ア
文
化
の
表
面
的
に
明
朗
で
理
性
的
な
側

面
（
ア
ポ
ロ
ン
的
要
素
）
の
み
を
評
価
す
る
従
来
の
定
説
に
対
し
て
、
ギ
リ
シ
ア
文
化
の
基
層
部
分
に
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
要
素
と
い

う
非
理
性
的
な
側
面
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
古
代
ギ
リ
シ
ア
文
化
に
お
い
て
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
要
素
と
ア
ポ
ロ
ン

的
要
素
が
相
互
に
対
立
・
止
揚
す
る
こ
と
で
文
学
・
文
化
が
発
展
し
て
い
き
、
そ
の
頂
点
と
し
て
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
が
生
み
出
さ
れ
た
と
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論
じ
て
い
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ハ
リ
ソ
ン
は
、“Prolegom

ena ”

に
お
い
て
ギ
リ
シ
ア
の
宗
教
儀
式
の
性
格
は
大
き
く
「
厄

払
い
」
と
「
神
へ
の
奉
仕
」
の
二
つ
に
分
類
で
き
る
と
し
た
。
そ
し
て
、
ギ
リ
シ
ア
の
宗
教
儀
式
の
初
期
段
階
で
あ
る
前
者
か
ら
、
オ

リ
ュ
ン
ポ
ス
の
神
々
の
信
仰
で
あ
る
後
者
へ
の
移
行
を
論
証
し
て
い
っ
た
が
、
ハ
リ
ソ
ン
は
ギ
リ
シ
ア
の
宗
教
儀
式
に
お
け
る
「
厄
払

い
」
の
要
素
の
重
要
性
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ギ
リ
シ
ア
の
宗
教
は
、
表
面
的
な
晴
れ
や
か
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
内
側
と
下
側
に
よ
り
暗
く
よ
り
深
い
重
要
な
要
素
を

も
っ
て
い
る
の
で
あ
る（

（4
（

。

「
厄
払
い
」
は
ニ
ー
チ
ェ
が
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
要
素
と
し
て
指
摘
し
た
ギ
リ
シ
ア
文
化
の
基
層
部
分
に
あ
た
る
と
考
え
て
間
違
い

あ
る
ま
い
。
つ
ま
り
、
ハ
リ
ソ
ン
は
、
ニ
ー
チ
ェ
の
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
要
素
と
ア
ポ
ロ
ン
的
要
素
と
い
う
構
図
を
踏
ま
え
、
文
化
人

類
学
的
方
法
で
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
要
素
を
分
析
し
、
さ
ら
に
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
要
素
か
ら
ア
ポ
ロ
ン
的
要
素
へ
の
移
行
を
論
証
し

た
と
言
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
ハ
リ
ソ
ン
は“T

hem
is ”

（1912

）
第
二
版
へ
の
序
（1927

）
で
、
ニ
ー
チ
ェ
『
悲
劇
の
誕
生
』
に
関
連
し
て
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
の
（
ア
ポ
ロ
ン
的
要
素
と
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
要
素
と
い
う
：
筆
者
）
問
題
に
つ
い
て
は
私
は
ニ
ー
チ
ェ
の
弟
子
で
あ
る
。

ダ
イ
モ
ー
ン
で
あ
る
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
（
現
象
の
裏
側
に
あ
る
苦
痛
の
意
思
へ
の
逃
避（

（4
（

）
の
陶
酔
だ
け
で
な
く
、
オ
リ
ュ
ン
ポ
ス

の
神
で
あ
る
ア
ポ
ロ
ン
の
「
形
象
に
お
け
る
慰
撫
（
仮
象
に
よ
る
救
済（

（4
（

）」
を
、
人
間
性
は
た
ぶ
ん
、
よ
り
以
上
に
必
要
と
し
て
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い
る
こ
と
を
私
は
決
し
て
忘
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い（

（4
（

。

ハ
リ
ソ
ン
は
ニ
ー
チ
ェ
の
ア
ポ
ロ
ン
的
要
素
と
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
要
素
と
い
う
論
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、
ア
ポ
ロ
ン
的
要
素
に
よ

る
「
恐
怖
の
除
去
」「
美
化
の
精
神
」
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
周
作
人
が
度
々
参
照
し
た
、
ハ
リ
ソ
ン
の“Prolegom

ena ”

第

五
章
と
、
そ
の
簡
略
版
で
あ
る“M

ythology ”

第
三
章
も
、
ギ
リ
シ
ア
の
宗
教
に
お
け
る
「
厄
払
い
」
か
ら
「
神
へ
の
奉
仕
」
へ
の

移
行
に
見
ら
れ
る
「
恐
怖
の
除
去
」「
美
化
の
精
神
」
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
周
作
人
が
ハ
リ
ソ
ン
を
高
く
評
価

し
た
理
由
は
、
ハ
リ
ソ
ン
が
「
ア
ポ
ロ
ン
的
要
素
」
す
な
わ
ち
「
恐
怖
の
除
去
」「
美
化
の
精
神
」
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
点
に

共
鳴
し
た
た
め
で
は
な
か
っ
た
か
。
ニ
ー
チ
ェ
『
悲
劇
の
誕
生
』
の
ア
ポ
ロ
ン
的
要
素
と
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
要
素
と
い
う
枠
組
み
と
、

ラ
ン
グ
に
代
表
さ
れ
る
文
化
人
類
学
的
方
法
論
を
背
景
と
し
て
、
ハ
リ
ソ
ン
が
主
張
し
た
「
恐
怖
の
除
去
」「
美
化
の
精
神
」
は
周
作

人
の
ギ
リ
シ
ア
像
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

注（
1
）Friedrich N

ietzsche  “D
ie Geburt der T

ragödie ” (1827)

（
2
）「
我
的
雜
學
之
六
」『
苦
口
甘
口
』
所
収
。
一
九
四
四
年
六
月
一
一
日
刊
『
華
北
新
報
』
初
出
。：「
当
初
听
说
要
懂
西
洋
文
学
须
得
知
道

一
点
希
腊
神
话
，
所
以
去
找
一
两
本
参
考
书
来
看
，
后
来
对
于
神
话
本
身
有
了
兴
趣
。」：『
周
作
人
散
文
全
集
』（
江
西
師
範
大
学
出
版
社
、

二
〇
〇
九
年
四
月
）
第
九
巻
一
九
九
頁
。

（
3
）『
知
堂
回
想
錄
』（
香
港
三
育
図
書
文
具
公
司
、
一
九
七
四
年
四
月
）「
七
三
、
籌
備
雜
誌
」（
一
九
六
一
年
五
月
四
日
作
）。

（
4
）Chalres M

ills Gayley  “T
he Classic M

yths in English Literature: based chiefly on Bulfinch ’s  ‘A
ge of Fable ’ 1855 ” 

(1903)
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（
5
）『
知
堂
回
想
錄
』「
七
三
、
籌
備
雜
誌
」
に
よ
る
と
、
兄
の
魯
迅
と
計
画
し
た
雑
誌
『
新
生
』
は
刊
行
に
至
ら
な
か
っ
た
た
め
、『
三
辰
神

話
』
の
原
稿
は
日
の
目
を
見
ず
に
失
わ
れ
た
。

（
6
）『
知
堂
回
想
錄
』「
七
七
、
翻
譯
小
說
上
」（
一
九
六
一
年
五
月
七
日
作
）
に
よ
る
と
、
注
釈
部
分
は
出
版
社
の
判
断
で
刊
行
時
に
削
除
さ

れ
て
日
の
目
を
見
な
か
っ
た
。

（
7
）
タ
イ
ラ
ー
（Edw

ard T
ylor: 1832-1917

）
は
、
残
存
文
化
（
過
去
の
文
化
の
遺
物
）
の
研
究
か
ら
人
類
の
文
化
史
を
再
構
成
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
し
た
。

（
8
）『
荷
馬
史
詩
（
ホ
メ
ー
ロ
ス
の
叙
事
詩
）』（
一
九
一
六
年
六
月
刊
『
叒
社
叢
刊
』
第
三
期
）：「
自
英
人
阑
士
以
人
类
学
法
解
释
神
话
，
乃

始
了
然
，
其
法
以
当
世
蛮
荒
之
礼
俗
，
印
证
上
古
之
情
状
，
而
知
凡
是
荒
唐
之
言
，
皆
本
根
于
事
实
。」：『
周
作
人
散
文
全
集
』
第
一
巻

四
八
一
頁
。

（
9
）
子
安
加
余
子
『
周
作
人
と
Ａ
・
ラ
ン
グ
―
童
話
へ
の
理
解
―
』：『
中
国
へ
の
多
角
的
ア
プ
ロ
ー
チ
』（
中
央
大
学
出
版
部
。
二
〇
一
二
年

一
月
）
所
収
。

（
10
）『
續
神
話
的
辯
護
』（
一
九
二
四
年
四
月
一
〇
日
刊
『
晨
報
副
鐫
』）。

（
11
）『
神
話
的
趣
味
』（
一
九
二
四
年
一
二
月
五
日
刊
『
晨
報
・
文
學
旬
刊
』）。

（
12
）『
溝
沿
通
信
之
六
』（
一
九
二
四
年
九
月
一
〇
日
刊
『
晨
報
副
鐫
』）。『
雨
天
的
書
』
収
録
時
に
『
神
話
的
典
故
』
と
改
題
。

（
13
）『
舍
倫
的
故
事
（
セ
イ
レ
ー
ン
の
物
語
）』（
一
九
二
四
年
一
〇
月
五
日
刊
『
晨
報
副
鐫
』）。

（
14
）Chapter V

. ‘D
em

onology of Ghosts, Spirits and Bogeys ’.

（
15
）『
知
堂
回
想
錄
』
七
三
「
籌
備
雜
誌
」:

「
后
来
弄
希
腊
神
话
，
更
得
到
茀
来
则
与
哈
利
孙
女
士
的
著
作
，
更
有
进
益
」:

『
周
作
人
散
文

全
集
』
第
十
三
巻
三
五
九
頁
。

（
16
）『
希
臘
神
話
一
』（
一
九
三
四
年
三
月
刊
『
青
年
界
』
五
巻
三
期
）。

（
17
）「
而
《
金
枝
》（T

he Golden Bough

）
前
后
的
人
类
学
考
古
学
的
书
当
然
也
很
有
关
系
，
因
为
古
典
学
者
因
此
知
道
比
较
人
类
学
在
了

解
希
腊
拉
丁
的
文
化
很
有
帮
助
了
。」：『
周
作
人
散
文
全
集
』
第
六
巻
二
四
〇
頁
。
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（
18
）「
泰
勒
（T

ylor

）
写
过
了
也
说
过
了
，
斯
密
斯
（Robertson Sm

ith

）
为
异
端
而
流
放
在
外
，
已
经
看
过
了
东
方
的
星
星
了
，
可
是
无

用
，
我
们
古
典
学
者
的
聋
蛇
还
是
塞
住
了
我
们
的
耳
朵
，
闭
上
了
我
们
的
眼
睛
。
但
是
一
听
到
《
金
枝
》
这
句
咒
语
的
声
音
，
眼
上
的
鳞

片
便
即
落
下
了
，
我
们
听
见
，
我
们
懂
得
了
。
随
后
伊
文
思
（A

rthur Evans

）
出
发
到
他
的
新
岛
去
，
从
它
自
己
的
迷
宫
里
打
电
报

来
报
告
牛
王
（M

inotauros

）
的
消
息
，
于
是
我
们
不
得
不
承
认
这
是
一
件
重
要
的
事
件
，
这
与
荷
马
问
题
有
关
了
。」：『
周
作
人
散
文

全
集
』
第
六
巻
二
四
〇
～
二
四
一
頁
。

（
19
）
周
作
人
日
記
一
九
一
六
年
三
月
二
三
日
の
項
に“A

ncient A
rt and Ritual ”

を
入
手
し
た
と
あ
り
、
同
月
二
六
・
二
七
・
二
九
日
の
項

に
も
同
書
名
が
見
ら
れ
、
二
九
日
の
項
に
は
読
了
と
あ
る
。『
希
臘
神
話
一
』（
一
九
三
四
年
）
に
「
一
九
一
三
年
」
と
あ
る
の
は
、
あ
る

い
は
、
周
作
人
の
記
憶
違
い
か
。

（
20
）『
希
臘
神
話
一
』（
一
九
三
四
年
三
月
刊
『
青
年
界
』
五
巻
三
期
）：「
我
最
初
读
到
哈
理
孙
的
书
是
在
民
国
二
年
，
英
国
的
“
家
庭
大
学

丛
书
”
中
出
了
一
本
《
古
代
艺
术
与
仪
式
》（A

ncient A
rt and Ritual, 1913

），
觉
得
她
借
了
希
腊
戏
曲
说
明
艺
术
从
仪
式
转
变
过
来

的
情
形
非
常
有
意
思
，（
中
略
）
能
够
在
沉
闷
的
希
腊
神
话
及
宗
教
学
界
上
放
进
若
干
新
鲜
的
空
气
，
引
起
一
般
读
者
的
兴
趣
」：『
周
作

人
散
文
全
集
』
第
六
巻
二
三
六
頁
。

（
21
）
マ
ル
セ
ル
・
シ
ュ
ウ
ォ
ブ
（M

arcel Schw
ob: 1867-1905

）：
フ
ラ
ン
ス
の
作
家
。“M

im
es ”

（1894

）
な
ど
の
よ
う
に
古
典
ギ
リ
シ

ア
文
学
な
ど
に
着
想
を
得
た
作
品
を
書
い
た
。

（
22
）『
擬
曲
五
章
』（
一
九
一
六
年
六
月
刊
『
叒
社
叢
刊
』
第
三
期
）：「
擬
曲
者
，
言
模
擬
之
曲
。
古
者
希
臘
仲
春
之
月
，
舉
句
萌
之
祭
。
心

有
所
期
，
形
于
舞
蹈
，
故
模
拟
事
物
，
表
见
其
志
。
逮
信
仰
转
移
，
而
礼
仪
未
改
，
仅
存
模
拟
之
动
作
，
已
无
祈
求
之
倾
向
，
戏
曲
起
源
，

即
本
于
此
（
见
英
国
哈
利
森
女
士
著
《
古
代
仪
式
与
艺
术
》）。」：『
周
作
人
散
文
全
集
』
第
一
巻
四
五
七
頁
。

（
23
）『
舍
倫
的
故
事
』（
一
九
二
四
年
一
〇
月
五
日
刊
『
晨
報
副
鐫
』、『
雨
天
的
書
』
所
収
）:

「
据
哈
利
孙
女
士
（J. H

arrison

）
的
研
究
，

根
据
古
代
美
术
及
宗
教
思
想
查
考
下
去
，
舍
伦
与
斯
芬
克
思
（Sphinx
）
等
相
同
，
原
是
一
种
妖
怪
（K

er

）。
最
初
只
是
死
人
的
灵
魂
，

想
象
为
人
首
鸟
身
，
但
是
神
人
同
形
的
倾
向
渐
占
势
力
，
灵
魂
亦
化
成
人
形
，
只
剩
下
一
副
翅
膀
指
示
出
旧
时
的
痕
迹
，
鸟
身
的
女
人
遂

变
成
死
之
凶
鬼
，
撮
魂
催
命
的
使
者
，
即
是
舍
伦
了
」：『
周
作
人
散
文
全
集
』
第
三
巻
四
九
八
～
四
九
九
頁
。
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（
24
）“θεραπεία”

を
ハ
リ
ソ
ン
は
、“service ”

ま
た
は“tendance ”

と
し
て
い
る
。

（
25
）“α’ ποτροπή”

を
ハ
リ
ソ
ン
は
、“aversion ”

と
し
て
い
る
。

（
26
）“Prolegom

ena ” Chapter I ‘O
lym

pian and Chthonic Ritual ’ : “It is clear then that Greek religion contained tw
o diverse, 

even opposite, factors: on the one hand the elem
ent of service ( θεραπεία), on the other the elem

ent of aversion 
( α’ ποτροπή). T

he rites of service w
ere connected by ancient tradition w

ith O
lym

pians, or as they are som
etim

es 
called O

uranians: the rites of aversion w
ith ghosts, heroes, underw

orld divinities. ”: “Prolegom
ena to the Study of 

Greek Religion” (1903, Cam
bridge U

niversity Press, Cam
bridge) p. 10.

（
27
）『
論
山
母
』（
一
九
二
八
年
一
月
一
日
刊
『
北
新
』
二
巻
五
号
）
付
記
（
一
九
二
七
年
一
二
月
一
一
日
付
）：「
这
本
《
希
腊
神
话
》
虽
只

是
一
册
百
五
十
叶
的
小
书
，
却
说
的
很
得
要
领
，
因
为
它
不
讲
故
事
，
只
解
说
诸
神
的
起
源
及
其
变
迁
（
大
抵
根
据
那
本
《
序
论
》，）
是

神
话
学
而
非
神
话
集
的
性
质
，
于
了
解
神
话
上
极
有
用
处
。」：『
周
作
人
散
文
全
集
』
第
五
巻
、
四
〇
六
頁
。

（
28
）『
論
鬼
臉
』（
一
九
二
五
年
八
月
三
一
日
刊
『
語
絲
』
第
四
二
期
）。

（
29
）『「
希
臘
神
話
」
引
言
』（
一
九
二
六
年
八
月
二
八
日
刊
『
語
絲
』
第
九
四
期
）。

（
30
）『
論
山
母
』（
一
九
二
八
年
一
月
一
日
刊
『
北
新
』
二
巻
五
号
）。

（
31
）『
論
鬼
臉
』
付
記
（
一
九
二
五
年
八
月
三
一
日
刊
『
語
絲
』
第
四
二
期
）：「
與
『
宗
教
研
究
序
論
』
第
五
章
「
妖
怪
論
」
所
說
略
同
」

（
32
）『
論
山
母
』（
一
九
二
八
年
一
月
一
日
刊
『
北
新
』
二
巻
五
号
）
付
記
（
一
九
二
七
年
一
二
月
一
一
日
付
）：「
本
书
中
三
四
章
我
最
喜
欢
」：

『
周
作
人
散
文
全
集
』
第
五
巻
四
〇
六
頁
。

（
33
）『
論
鬼
臉
』（
一
九
二
五
年
八
月
三
一
日
刊
『
語
絲
』
第
四
二
期
）：「
這
是
希
臘
的
美
術
家
與
詩
人
的
職
務
，
來
湔
除
宗
教
中
的
恐
怖
分
子
。

這
是
我
們
對
於
希
臘
的
神
話
作
者
的
最
大
的
負
責
。」“It w

as the m
ission of the Greek artist and the Greek poet to cleanse 

religion from
 fear.  T

his is the greatest of debts that w
e ow

e to the Greek m
yth-m

aker. ”:  “M
ythology ” (M

arshall 
Jones Com

pany, Boston, 1924.11) p. 72.

（
34
）“M

ythology ” ‘Conclusion ’: “T
his debt is tw

o-fold. W
e ow

e to Greek m
ythology, first, the heritage of a m

atchless 
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im
agery,

（
中
略
）second, a thing, as w

e shall see, intim
ately connected w

ith this im
agery, the release of the hum

an 
spirit in part at least from

 the baneful obsession of fear.

（
中
略
）It is that from

 religion Greek m
ythology banished 

fear, w
hich poisons and paralyzes m

an ’s life.

（
中
略
）H
ow

 w
as fear banished? By m

aking of beautiful im
ages. ”: 

“M
ythology ” pp. 142-145.

（
35
）“M

ythology ” ‘Conclusion ’: “H
is terror can only be abated by a Renaissance, a rebirth of the old Greek habit of thinking 

in calm
, beautiful im

agery. ”: “M
ythology ” p. 146.

（
36
）『
希
臘
閑
話
』（
一
九
二
六
年
一
二
月
二
四
日
刊
『
新
生
』
一
巻
二
期
）：「
以
上
都
是
希
腊
的
使
恐
怖
与
丑
恶
化
美
的
显
例
。
这
一
种
“
美

化
”
的
精
神
，
便
是
希
腊
人
现
世
主
义
与
爱
美
观
念
充
分
的
表
现
，
于
文
化
进
化
至
有
关
系
，
欧
洲
中
古
的
黑
暗
时
代
之
变
为
文
艺
复
兴
，

可
以
算
是
一
种
实
例
。」

（
37
）『
希
臘
神
話
二
』（
一
九
三
四
年
五
月
刊『
青
年
界
』五
巻
五
期
）、『
我
的
雜
學
之
六
』（
一
九
四
四
年
六
月
一
一
日
刊『
華
北
新
報
』）、『
希
臘
之

餘
光
』（
一
九
四
四
年
八
月
刊『
藝
文
雜
誌
』七
―
八
期
）。

（
38
）R

obert A
ckerm

an  “T
he M

yth and R
itual School: J. G

. F
razer and the C

am
bridge R

itualists ” (1991. G
arland 

Publishing, Inc. N
ew

 Y
ork &

 London.)

（
39
）
ハ
リ
ソ
ン
宛
マ
レ
ー
書
簡
（
一
九
〇
九
年
一
二
月
）。A

ckerm
an  “T

he M
yth and Ritual School ” p.100

よ
り
引
用
。“I have 

been re-reading D
ie Geburt der T

ragödie.  H
ave you read the book at all lately, it is real genius, and if you hate the 

Germ
an there is a French translation. ”

（
40
）“Prolegom

ena ” Chapter I ‘O
lym

pian and Chthonic Ritual ’ “Greek religion for all its superficial serenity had w
ithin 

it and beneath it elem
ents of a darker and deeper significance. ”: “Prolegom

ena ” p. 10.

（
41
）
苦
悩
か
ら
の
逃
避
で
は
な
く
、
む
し
ろ
苦
悩
と
直
面
し
、
こ
れ
と
戯
れ
る
こ
と
。

（
42
）
美
し
い
仮
象
、
芸
術
的
形
象
の
世
界
に
よ
る
慰
撫
・
救
済
。

（
43
）“T

hem
is ” ‘Preface to the Second Edition ’ “D

isciple as I am
 in this m

atter of N
ietzsche, I ought never forgotten that 
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hum
anity needs not only the intoxication of D

ionysos the daim
on (w

ho is the escape into the suffering w
ill behind 

phenom
ena), but also, and perhaps m

ore, that ‘appeasem
ent in form

’ w
hich is A

pollo the O
lym

pian. ”: “T
hem

is: a 
Study of the Social O

rigins of Greek Religion ” (1927, Cam
bridge U

niversity Press, Cam
bridge) p. viii.

な
お
初
版
は
一

九
一
二
年
。


